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日本共産党 

現
在
建
設
中
の
広
島
高
速
１
号
線
・
馬
木

ト
ン
ネ
ル
（
延
長
約
１
km
）は
、
掘
削
に
よ
る
地

下
水
の
低
下
で
、
ト
ン
ネ
ル
真
上
に
あ
る
住
宅

団
地
で
当
初
予
測
を
最
大
で
10
倍
も
上
回
る

地
盤
沈
下
が
発
生
。
団
地
横
に
は
変
電
所
も

あ
り
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
田
植
え
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
た

今
、
「水
枯
れ
」と
い
う
新
た
な
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。 

こ
の
地
域
は
、
大
き
な
谷
筋
に
土
砂
等
が

流
れ
込
ん
で
で
き
た
傾
斜
地
で
、
自
然
の
地
下

水
の
流
れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
棚
田
で
稲
作

が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
始
ま
っ
て
以
降
、

地盤沈下につづき 

今度は『水枯れ』 

地
下
水
や
、
田
ん
ぼ
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
湧
き

出
て
い
た
水
（地
元
で
は
『出
水
（で
み
）と
呼

ぶ
』
）が
極
端
に
減
少
し
、
田
植
え
の
準
備
も
ま

ま
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
元
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
建
設
計
画
が
持
ち
上

が
っ
た
当
初
か
ら
、
「
軟
弱
な
地
盤
だ
か
ら
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
「井
戸
水
が
枯
れ

る
」な
ど
、
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

ト
ン
ネ
ル
工
事
を
進
め
て
い
る
広
島
高
速
道

路
公
社
は
、
新
た
な
井
戸
を
掘
っ
た
り
、
道
路

の
そ
ば
に
あ
る
田
ん
ぼ
に
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
で

出
た
地
下
水
を
給
水
車
で
１
日
に
何
往
復
も

運
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
水
不
足
の
解
消
に

は
程
遠
い
状
況
で
す
。 

田植えシーズンをむかえ深刻な水不足 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
５
月
14
日
、
地
元
住
民
の

案
内
で
現
地
の
水
路
や
「出
水
」（
湧
水
）を
調
査
。
23

日
に
は
住
民
と
と
も
に
広
島
高
速
道
路
公
社
と
交
渉

し
ま
し
た
。 

村
上
あ
つ
子
議
員
は
、
「個
人
で
井
戸
を
掘
っ
て
対

応
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
公
社
が
給
水
車
で
田
ん
ぼ

に
給
水
し
て
い
る
人
、
上
流
の
田
ん
ぼ
の
余
り
水
が
流

れ
て
く
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
人
も
い
る
。
水
不
足
の
状

況
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
い
ず
れ
は
個
人
の
努
力
の
限
界

を
超
え
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
前
に
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
対
策
を
し
て
ほ
し
い
」と
公
社
に
求
め
ま
し
た
。 

住
民
か
ら
は
、
当
面
の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め

の
応
急
措
置
と
、
今
後
こ
の
地
域
で
安
心
し
て
稲
作
が

で
き
る
よ
う
、
ト
ン
ネ
ル
か
ら
湧
出
す
る
地
下
水
の
利

用
も
含
め
、
恒
常
的
で
安
定
し
た
水
源
を
確
保
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。 

公
社
は
、
「水
の
確
保
は
す
る
」と
し
、
個
々
の
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
た
い
」と
答
え
ま

し
た
。
ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
る
湧
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

日本共産党市議団が現地調査 住民とともに高速道路公社に要望 

広島高速1号線・馬木トンネル工事 

中国電力㈱ 

広島変電所 
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溜め池（九平池） 

出
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（裏
面

グラフ） 

公社が新たに 
掘った井戸 

馬木トンネル（上り） 

深刻な農業用水 

不足となっている 

地域 

用水路 

公社との交渉の場で発言する村上あつ子議員（写真

中央）。その前方は皆川けいし議員＝23日、現地の工

事事務所 



東区馬木トンネル付近の地下水不足 

原因はあきらかにトンネル工事にある 
―日本地質学会会員 越智秀二氏の見解 

この地域では、従来から地元のため池（九平

池）や、出水（でみ）と呼ばれる湧き水を利用して

稲作をおこなってきました。 

しかし、馬木トンネルの掘削が始まって以降、

地下水や湧き水が極端に減少し、地下20ｍの井

戸水が枯れる事態も起こっています。 

この地下水不足の原因が、トンネル工事にあ

ることは明白です。 

地元の要望を受けて広島高速道路公社は、

深さ180ｍの新たな井戸を掘り、くみ上げた地下

水を用水路に放水、今年５月1日から正式稼動し

ていますが、田畑の水不足を解消するまでには

至っていません。 

5月6日に、この地域の水利問題の調査をおこ

ないましたが、もし公社の掘った井戸からの放流

がなければ、用水路にはほとんど水が流れない

という実態でした。 

この井戸の維持管理は、将来、地元で負担せ

ざるを得ず、この井戸が将来にわたって安定的

な水源となる保障は全くありません。 

この地域の上流で、ため池（九平池）の水を

引き込んで水田耕作すれば、その余った水が下

流に流れますが、このようにして得られる農業用

水は、今後も安定して保障されるというものでは

ありません。 

また、水利権にからんで、今後様々な問題が

生じてくる可能性もあります。 

この地域で今後も安心して水田耕作を続け

るためにも、恒常的で安定的な水源確保は急務

です。 

用水路の流量と雨量のグラフ 
（流量測定点はオモテ面の地図内の三角ポイント） 

用水路の 
流量ゼロ 

2001年5月 

トンネル工事開始時期 

2002年5月 

トンネル直上で予測（1.5㎝）

を大きく超える地盤沈下（4

～15㎝）が発生。団地では

「門扉が閉まらない」などの

被害が表面化する 

公
社
が
新
た
に
掘
っ
た
井
戸

が
正
式
稼
動
。
用
水
路
へ
の

放
流
開
始 


